
（別紙３）

～ 2026年　3月　16日

（対象者数） 13 （回答者数） 7

～ 2026年　3月　16日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員一人ひとりの能力向上に取り組み、子どもたちに提供す

る活動の質を高めている。

2
課題を踏まえて支援内容を見直し、療育の進め方や方法をさ

らに発展させている。

3

内部研修や外部研修に参加し、知識や技術の向上に努めると

ともに、業務に必要と判断される資格については積極的に取

得し、質の高い支援が行えるようにしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ご家族が日頃感じている不安や悩み、支援への要望などにつ

いて、互いに意見交換できる機会を計画的に設定し、安心し

て話し合える場づくりに取り組んでいく。

2

3

○事業所名 キッズプライム阿見教室はなれ

○保護者評価実施期間
2026年　2月11日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　4月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との連携が十分に図れておらず、住民の方々と交流できる

機会や場を提供できていない。

利用者の保護者には、交流を希望されない方や、交流が苦手で

あると話される方が多く見られる。

マンネリ化を防ぐために、毎日異なる内容の活動を組んでい

る。

日々のミーティングで活動のねらいを共有し、子どもたちが関

心をもち楽しんで取り組めるような内容を工夫している。

毎日できる限り子ども一人ひとりの様子や支援内容を振り返っ

て共有し、次の支援へとつなげていく。

ミーティングで子どもたちの変化を職員同士で共有し、その背

景や要因を整理して分析している。

子どもと保護者に寄り添い、対話を重ねながら一人ひとりに

合った支援を行っている。また、児童発達支援から放課後等デ

イサービスまで継続して関わることで、長期的な視点での支援

につなげている

計画書は段階を追って丁寧に作成し、保護者のニーズを的確に

受け止めて分析したうえで、職員全員が関わり意見を出し合い

ながら作成している。

事業所における自己評価総括表公表


